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直腸癌(Ra,Rb)局所再発症例の検討
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’980年｜月から'990年'２月までの||年間において，当院で経験した深達度Sm以上のＲａＲｂ直腸癌の局

所再発について検討した。治癒切除'09例を対象とし，局所再発'3例（||､９％）と非局所再発96例を臨床

病理学的に比較検討した。腫傷の占居部位，最大径，壁深達度については明らかな差は認められなかった。

肉眼型では３型が最も多く’６．７％であったが有意差は認められなかった。組織型では高分化腺癌５例，中

分化腺癌７例，低分化腺癌｜例に局所再発を認めた。腹会陰式直腸切断術72例中７例(9.7％），低位前方

切除術37例中６例（'6.2％）に局所再発を認め，後者で高率であった。リンパ節転移陽性例で局所再発率

26.0％およびリンパ管侵襲陽性例で'9.0％と陰性例と比較し有意に高かった。
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直腸癌（Ra，Ｒｂ）局所再発症例の検討

KeyWords：直腸癌，局所再発，リンパ節転移

I・対象および方法緒 目

直腸癌の治療は，広範囲のリンパ節郭清を伴う手術

と術後の補助化学療法などの集学的治療により，その

成績は向上してきた。しかしながら，近年においても

直腸癌における局所再発は，血行‘性転移とともに予後

を左右する重要な因子である')2)。とくに，下部直腸癌

に対しても積極的に低位前方切除術が行われるように

なった現在では，その根治性の向上を追求するととも

に，術式を選択するうえで局所再発に関与する要因に

ついて検討することは重要と考えられる。

今回，我われは上部直腸癌（Ｒａ）および下部直腸癌

（Ｒｂ）の治癒切除症例を対象に，局所再発症例と非局

所再発症例を臨床病理学的に比較検討した。

1980年１月から1990年12月までの11年間において，

当院で経験した深達度Ｓｍ以上の直腸癌（Ra，Ｒｂ）治

癒切除109例を対象とした。局所再発は13例（11.9％）

に認められ，肉眼型，組織型，深達型，リンパ節転移，

占居部位，術式などについて，非局所再発例（96例）

と比較検討した。有意差の検定にはＸ２検定およびｔ－

検定を用いた。

1 1 ． 結 果

１．性別，年齢

局所再発例は男性７例，女‘性６例，男女比は1.17：

１で，手術時年齢は平均60.2歳であった。非局所再発

例では男女比１．３４：１で，平均59.7歳であった。

２．占居部位（表１）

Ｒａでは34例中４例（11.8％）に，Ｒｂでは75例中９

例（12.0％）に局所再発を認めた。全体では11.9％の

局所再発率で，占居部位による差は認めなかった。

３．肉眼型（表２－１）

旭川厚生病院外科，〒O78旭川市１条通24丁目

－１５－








	cover
	2012年01月13日14時27分43秒



